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高齢者や子ども、障がいのある人など、世代や背景が異なる人々が集い、と

もに尊重し合い、地域においてその人らしい暮らしを実現していくことは、全

ての道民の願いです。 
 

人口減少や少子高齢化の急速な進展などにより、地域社会の担い手の減少や

単身世帯の増加など地域や家族のつながりが希薄化する中、社会的孤立や制度

の狭間にある課題に対応していくためには、これまでの「支え手」や「受け手」

といった固定的な関係を超えて、支援が必要な方も含め、誰もが役割を持ち、

活躍することのできる地域共生社会の実現を目指していくことが重要です。 
 

このため、道では、これまで、平成30年３月に策定した「北海道地域福祉支

援計画」に基づき、「安心して心豊かに暮らすことのできる地域共生社会の実

現」を目指し、関係機関や民間団体の皆様と連携・協働して、高齢者・障がい

者・子どもといった福祉の各分野で共通して取り組むべき施策を総合的・計画

的に展開してきました。 
 

今回策定した第２期「北海道地域福祉支援計画」は、目指す姿などの基本方

針を継承しつつ、社会福祉法の改正や社会情勢の変化を踏まえて必要な見直し

を行い、市町村における包括的な支援体制の整備や生活困窮者支援の充実、孤

独・孤立対策などに重点的に取り組んでいくこととしています。 
 

道としては、今後とも、市町村をはじめ関係の皆様、道民の皆様と連携・協

働しながら、地域共生社会の実現に取り組んでまいりますので、ご理解とご協

力をお願い申し上げます。 
 

結びに、本計画の策定に当たり、多大なるご尽力をいただきました北海道社

会福祉審議会並びに地域福祉支援計画専門分科会の皆様をはじめ、貴重なご意

見をいただいた皆様に、心から感謝を申し上げます。 

 

 

 令和６年３月 
 

北海道知事  鈴 木  直 道 
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